
形
に
「
サ
セ
」
0
形
は
珂
い
な
い
。
即
ち
、
「
サ
セ
ル
」
を
用
い
な
い
の
は
勿

論
、
文
語
な
ら
動
詞
二
段
活
用
型
に
満
配
す
る
は
ず
の
助
動
詞
「
サ
ス
」
も
五

．
段
化
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
「
ラ
ス
」
の
場
合
、
「
寝
ら
す
」
だ

と
、
○
ハ
コ
．
剥
可
サ
ー
ナ
4
刈
ン
　
ゼ
。

＜
早
く
寝
さ
せ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
よ
。
∨

○
ン
モ
　
月
っ
列
レ
。

．
＜
も
う
寝
さ
せ
て
や
れ
。
∨

と
な
る
。
五
段
満
用
に
つ
く
「
ス
」
の
場
合
も
、
「
歩
か
す
」
を
例
に
と
れ
ば
、

○
モ
ッ
ト
　
ア
ル
ヵ
サ
ン
　
融
。

′
．
－

・
人
も
っ
と
歩
か
せ
よ
う
。
V

O
ア
ル
ヵ
シ
テ
　
り
タ
ラ
「
1
．

∧
歩
か
せ
て
み
た
ら
1
。
V

と
な
・
つ
て
何
れ
も
五
段
活
用
化
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
限
ら
れ
た
範
囲
で
の
考
察
に
す
ぎ
な
い
が
、
淡
路
、
特
に
洲
本
市
近

辺
で
は
、
一
段
活
用
動
詞
の
五
段
化
が
、
か
な
り
進
ん
で
．
い
る
と
い
う
事
実
が

確
か
め
ら
れ
る
よ
う
に
思
う
次
第
で
あ
る
。
　
　
　
・
（
昭
3
6
・
・
9
・
1
0
）

（
兵
庫
・
洲
本
高
校
教
諭
）

室

山

敏

鳥
取
県
地
方
方
言
の
「
イ
キ
テ
」
（
行
っ
て
）
に
つ
い
て

ほ
じ
の
に

出
雲
と
隠
肢
と
に
、
「
行
っ
た
」
を
「
イ
キ
メ
」
、
「
行
っ
て
」
を
「
イ
キ

テ
」
と
い
う
珍
ら
し
い
言
い
か
た
が
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
、
先
学
に
よ
っ

て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
共
通
語
に
お
い
て
、
「
行
っ
た
」
「
行
っ
て
」
「
走

っ
た
」
，
「
走
っ
て
」
　
「
切
っ
た
」
　
「
切
っ
て
」
　
「
亘
っ
た
」
　
「
買
っ
て
」
な
ど

と
な
る
、
い
わ
ゆ
る
促
音
便
の
現
象
が
、
「
行
っ
た
」
　
「
行
っ
て
」
の
場
合
に

限
っ
て
、
出
雲
と
隠
岐
と
で
、
「
イ
キ
ウ
」
　
「
イ
キ
テ
」
と
な
っ
て
、
促
音
化

し
な
い
現
象
は
、
た
し
か
に
、
興
味
ぶ
か
い
。
が
、
こ
の
言
い
か
た
が
、
鳥
取

県
地
方
（
西
伯
膏
・
東
伯
膏
・
因
暗
）
に
お
い
て
ど
う
で
あ
る
か
に
、
あ
ま
り

述
べ
ら
れ
て
い
な
い
か
と
思
う
。
こ
の
言
い
か
た
は
、
実
に
、
出
雲
と
隠
巳
と

に
限
ら
ず
、
鳥
取
県
西
伯
膏
地
方
に
お
い
て
も
、
盛
ん
に
、
お
こ
な
わ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
共
通
語
に
お
い
て
は
「
行
っ
で
」
と
実
理
す
る
言
い

か
た
を
、
「
イ
キ
テ
」
と
実
現
す
る
こ
の
垣
の
言
い
か
た
が
、
鳥
取
県
亀
方
に

お
い
て
ハ
ど
の
よ
う
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
か
を
、
以
下
、
見
て
み
よ
う
と
恩

く
ノ
C

tosho-seibi-repo
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西
伯
看
増
方
（
西
伯
訂
・
米
子
市
・
要
は
市
・
日
野
郡
毒
口
町
以
北
．
の
第

日
）
に
お
い
て
は
、

○
コ
ヨ
　
イ
剖
外
　
ミ
可
シ
タ
ダ
ド
モ
　
可
－
。
（
老
男
l
私
）
米
子

に
行
っ
て
み
ま
し
た
け
れ
ど
ね
え
。
＜
米
子
市
夜
見
新
田
V

O
ト
ー
イ
　
ト
4
ニ
イ
キ
テ
　
ミ
マ
シ
タ
　
l
可
－
。
（
老
女
l
私
）
遠
い

土
地
に
行
っ
て
み
ま
し
た
ね
え
。
∧
西
伯
郡
名
和
町
名
和
V

O
フ
サ
シ
ブ
〓
ニ
イ
キ
テ
　
ミ
マ
ス
　
可
ィ
。
（
老
女
l
私
）
久
し
ぶ
り

に
行
っ
て
み
ま
す
よ
。
∧
名
和
V

O
可
1
　
7
ス
4
ニ
・
イ
キ
テ
　
封
タ
ダ
　
ナ
ー
ー
（
中
男
l
私
）
ま
あ
、
あ

そ
こ
に
行
　
て
み
た
が
ね
え
。
＜
西
伯
郡
大
山
町
所
子
V

O
ソ
ノ
　
H
t
ジ
　
イ
キ
テ
　
ミ
マ
シ
テ
　
4
－
・
（
育
男
1
私
）
そ
．
の
当

時
行
っ
て
み
ま
し
て
ね
え
。
∧
西
伯
郡
中
山
町
逢
坂
∨

○
キ
4
－
イ
キ
テ
　
り
タ
　
ダ
カ
・
（
小
男
1
小
男
）
昨
日
行
っ
て
み
た

の
か
。
＜
西
伯
郡
西
伯
町
中
村
V

の
よ
う
に
、
「
イ
キ
テ
、
ベ
ル
」
の
言
い
か
た
が
、
な
か
ん
ず
く
盛
ん
で
あ

る
。
こ
の
言
い
か
た
は
、
西
伯
膏
地
方
に
、
広
く
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
年
齢

層
・
性
別
に
よ
る
か
た
よ
り
は
、
ほ
と
ん
ど
、
認
め
ら
れ
な
い
。

因
括
地
方
（
八
頭
郡
・
鳥
取
市
・
岩
美
郡
・
気
高
郡
の
範
囲
）
に
含
ま
れ
る

八
頭
郡
の
薯
桜
町
に
お
い
て
も
∴
」
の
「
イ
キ
テ
　
ミ
ル
」
の
言
い
か
た
が
、

相
当
に
盛
ん
で
あ
る
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

0
7
　
7
ス
4
ィ
．
イ
キ
テ
　
り
ー
ユ
ー
・
可
－
。
（
老
男
1
私
）
ま
あ

あ
そ
へ
行
っ
て
み
ろ
と
言
う
か
ら
。
＜
八
頭
郡
薯
桜
町
若
桜
∨

○
ア
ク
ル
可
＝
イ
キ
テ
．
ミ
可
イ
　
イ
可
－
テ
レ
マ
ー
シ
．
タ
ガ
．
4
－
。
（

岩
男
↓
私
）
翌
日
行
っ
て
み
た
い
と
言
っ
て
お
ら
れ
ま
ん
た
が
ね
え
。
八

一
若
桜
∨

○
キ
ク
」
ン
ギ
訂
－
り
ニ
イ
キ
テ
　
ミ
可
シ
タ
ガ
　
可
－
。
（
老
男
丁

私
）
菊
人
形
を
見
に
行
っ
て
み
ま
し
た
が
ね
え
。
∧
苦
桜
町
諸
鹿
V

O
ウ
ラ
列
ノ
　
ブ
ン
ケ
ニ
イ
キ
テ
・
ミ
：
タ
ト
4
ガ
封
－
。
（
老
男

1
私
）
私
の
家
の
分
家
に
行
っ
．
て
み
ま
し
た
と
こ
ろ
が
ね
l
ズ
・
＜
詔
鹿
∨
し
．

因
幡
地
方
の
「
イ
キ
テ
　
ミ
ル
」
　
の
お
こ
な
わ
れ
ざ
ま
を
、
西
伯
膏
地
方

の
そ
れ
と
比
較
し
て
み
る
。
因
幡
地
方
に
お
い
て
は
、
現
在
ま
で
に
、
箕
著
が

調
査
し
得
た
範
囲
に
つ
い
て
言
え
ば
、
薯
桜
町
と
い
う
、
か
な
り
限
ら
れ
た
地

域
に
、
こ
の
「
イ
キ
テ
　
ミ
ル
」
の
言
い
か
た
が
、
お
ー
．
し
な
わ
れ
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。
そ
し
て
、
薯
桜
町
に
お
い
て
は
、
中
年
層
以
下
は
、
七
の
言
い
か
た

を
ほ
と
ん
ど
お
こ
な
っ
で
お
ら
ず
、
も
っ
ぱ
ら
、
「
イ
ッ
テ
　
ミ
ル
」
の
言
い

か
た
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
こ
の
二
点
で
、
差
異
的
と
な
っ
て
い
る
と
言
う
こ

と
が
で
き
よ
う
。
薯
桜
町
に
お
け
る
「
イ
キ
テ
二
、
、
ル
」
の
同
法
は
、
西
伯
膏

地
方
の
「
イ
キ
テ
　
ミ
ル
」
の
そ
れ
と
、
同
様
で
あ
る
㍗

〓

「
イ
モ
テ
　
ミ
ル
」
の
言
い
か
た
に
つ
い
で
、
．
「
イ
キ
テ
　
ク
ル
」
．
の
言
い

か
た
が
と
り
あ
げ
ら
れ
る
。

○
ア
ス
4
イ
定
キ
テ
　
可
テ
　
ブ
リ
1
－
。
（
老
女
1
青
女
＜
孫
∨
）
あ

そ
こ
．
へ
行
っ
て
き
て
ち
ょ
う
だ
い
。
＜
西
伯
郡
名
和
町
御
来
屋
∨

○
イ
キ
テ
　
キ
マ
ス
・
可
「
。
豆
男
1
私
）
行
っ
て
き
ま
す
よ
。
八
達

掛
∨

ノ
こ
の
言
い
か
た
も
、
西
伯
膏
地
方
に
、
よ
く
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ

で
、
・
「
イ
争
テ
　
ミ
ル
」
「
イ
キ
テ
　
㌃
ル
」
の
意
義
に
つ
い
て
考
え
て
み

そ
両
者
は
、
「
行
く
」
の
意
義
に
、
か
な
り
近
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
と

い
う
の
は
、
「
イ
キ
テ
∵
、
ル
」
に
お
い
て
、
埼
動
詞
的
確
能
を
は
だ
し
て
い
．
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る
「
よ
し
に
は
、
「
見
る
」
の
意
義
は
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
ず
、
又
、
「
イ

キ
チ
・
ク
ル
」
　
に
お
い
．
て
、
・
補
動
詞
的
機
能
を
は
た
し
て
い
る
「
ク
ル
」
に

は
、
「
来
る
」
の
意
義
が
、
か
な
り
稀
薄
に
な
l
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

［
ィ
キ
テ
　
ク
ル
」
の
言
い
か
た
は
、
東
伯
膏
地
方
哀
伯
郡
・
倉
吉
市
の

範
囲
）
の
東
郷
松
崎
町
田
畑
に
お
い
て
も
、
次
、
の
よ
う
に
、
お
こ
な
わ
れ
て

い
る
。

○
イ
キ
テ
判
タ
カ
。
（
老
女
1
老
女
）
行
っ
て
き
た
か
。
＜
田
畑
∨

○
イ
キ
テ
刊
タ
ダ
ー
。
（
老
女
－
嘉
女
）
行
っ
て
き
た
よ
。
＜
田
畑
∨

東
伯
膏
地
方
に
お
い
て
、
「
イ
キ
テ
」
の
言
い
か
た
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、

現
在
ま
で
に
、
筆
者
が
調
査
し
得
た
範
囲
に
つ
い
て
言
え
ば
、
こ
▼
の
田
畑
だ
け

で
あ
る
。
周
囲
の
部
落
の
ん
々
が
、
「
あ
の
部
落
は
、
い
わ
ば
孤
立
状
態
に
あ

る
。
こ
と
ば
も
変
っ
て
い
る
。
」
と
説
明
し
て
く
れ
る
土
地
柄
の
一
部
落
に
、

「
イ
キ
チ
」
の
言
い
か
た
が
認
め
ら
れ
賢
し
と
は
、
興
味
ぶ
か
い
。
田
畑
に
お

こ
な
わ
れ
て
い
る
「
イ
チ
T
」
の
言
い
か
た
は
、
老
年
層
に
し
か
置
め
ら
れ

ず
、
中
年
垣
以
下
は
、
「
ィ
．
ッ
テ
」
の
言
い
か
た
を
、
お
こ
な
っ
て
い
る
。
そ

の
点
で
、
宕
桜
町
の
「
イ
キ
テ
」
の
存
立
状
況
と
相
通
う
。

三次
い
で
、
「
イ
キ
テ
ブ
ス
」
の
青
い
か
た
が
と
り
あ
け
ら
．
れ
る
。

○
ダ
イ
タ
イ
可
ラ
司
†
ッ
4
テ

l
・t
．
イIキl
外
ゴ
サ
レ
芸

可
ス
ケ
ン
ヂ
。

（
老
女
1
私
）
大
体
な
ら
ま
あ
連
れ
て
行
っ
て
下
さ
い
ま
す
か
ら
ね

え
。
＜
名
和
∨

こ
の
言
い
か
た
も
、
西
伯
膏
地
方
に
は
、
だ
ん
だ
ん
と
認
め
．
ら
れ
る
。

四

「
イ
キ
テ
ミ
・
ル
」
「
イ
キ
テ
ク
ル
」
「
イ
キ
テ
・
コ
ス
」
な
ど
の
よ
う
に
、

そ
れ
全
体
で
ユ
話
部
を
形
成
す
る
「
イ
キ
テ
」
の
用
法
と
は
別
に
、
「
イ
キ

テ
」
の
「
テ
」
に
、
接
続
助
詞
と
し
て
の
中
止
的
機
能
が
認
め
ら
れ
る
言
い
か

た
も
、
か
な
り
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

○
イ
当
月
可
ド
シ
テ
モ
ラ
ッ
チ
可
－
。
（
老
女
1
私
）
行
っ
て
泊
め

．
て
も
ら
っ
て
ね
え
。
八
名
和
∨

○
ウ
チ
到
チ
ガ
イ
キ
テ
バ
ナ

ー
ス
ト
ナ

I
t
。
（
昏
女
l
喜
女
）
私
達
が

行
っ
て
話
す
と
ね
え
。
＜
赤
坂
V

O
オ
ド

ー
ン
モ
イ
キ
テ
．
オ
ド
月
7

1
ツ
タ
＼
。
（
老
女
1
老
女
）
私
も
行

っ
て
括
っ
て
い
た
。
∧
田
畑
∨

五次
例
の
よ
う
に
、
「
イ
キ
テ
」
の
言
い
か
た
を
、
係
助
詞
の
「
モ
」
が
、
う

け
る
こ
せ
も
あ
る
。

○
イ
ゴ
ロ
ド
ッ
・
1
1
4
当
‡

l
ト
、
シ
ェ
可
が
7
－
可
ス
ケ
ド

可
－
・
・
（
中
男
・
，
私
）
今
頃
は
ど
こ
に
行
↓
て
も
店
が
あ
り
呈
，
け
ど
ね

え
。
＜
所
子
V
．

六又
、
次
下
の
用
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
イ
キ
テ
し
の
言
い
か
た
に
、
文

末
詞
「
ナ
t
L
「
ヤ
ー
」
が
、
景
接
す
る
用
法
も
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
用
法

は
、
西
伯
菅
地
方
に
、
と
り
わ
け
盛
ん
で
あ
る
。

○
ミ
ン
ナ
カ
習
イ
チ
イ
キ
テ
4
「
。
五
男
1
申
勇
）
皆
か
つ
い
で

．
行
っ
て
ね
・
㌔
∧
夜
見
∨

○
ハ
ヤ
ー
モ
ノ
ワ
ス
グ
ヤ
可
ニ
ク
サ
ヵ
リ

ー
ニ
イ
キ
テ
可
－
。
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（
老
男
1
中
男
）
早
起
き
す
る
者
は
起
き
る
と
す
ぐ
に
山
に
草
刈
り
に
行

っ
て
ね
え
。
八
所
子
V

O
・
ハ
剖
つ
ダ
ー
テ
ィ
ノ
　
ト
可
ニ
▼
ィ
キ
テ
　
可
－
。
（
老
苧
・
私
）
廿
歳
く

ら
い
の
時
に
行
っ
て
ね
え
。
∧
赤
坂
V

O
イ
ッ
シ
ご
　
ツ
レ
テ
　
ィ
キ
テ
　
可
－
。
（
老
男
l
老
男
二
請
に
連

れ
て
行
っ
て
ね
え
。
∧
田
畑
V

O
可
ミ
サ
ン
。
‖
コ
　
イ
キ
テ
ヤ
」
。
（
中
女
1
中
女
）
き
み
さ
ん
。
（
実

名
）
ど
こ
に
行
っ
た
の
。
∧
御
来
屋
∨

以
上
、
一
か
ら
六
ま
で
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
鳥
取
県
地
方
に
お
け
る
「
イ

キ
テ
」
の
言
い
か
た
は
、
西
伯
膏
地
方
で
、
な
か
ん
ず
く
盛
ん
に
お
こ
．
な
わ
れ

て
い
る
。
そ
の
用
法
も
、
か
な
り
幅
広
い
。
そ
こ
に
は
、
．
共
通
語
の
「
行
っ
て
」

に
認
め
ら
れ
る
用
法
の
琶
々
相
が
、
見
合
わ
さ
れ
る
よ
う
で
も
あ
る
。
東
伯

膏
地
方
の
田
畑
な
ら
び
に
因
踪
地
方
の
若
枝
町
に
お
い
て
認
め
ら
れ
る
「
イ
キ

テ
」
の
用
法
も
、
西
伯
膏
地
方
の
用
法
に
準
ず
る
。

．
お
わ
り
に

鳥
取
県
地
方
方
言
に
お
け
る
「
イ
キ
テ
」
の
言
い
か
た
を
大
観
す
る
と
、
酉

伯
膏
地
方
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ら
の
言
い
か
た
が
、
．
な
か
ん
ず
く
盛
ん
で
あ
る

こ
と
が
、
ま
ず
、
注
目
さ
れ
よ
う
。
こ
の
地
方
彗
ま
さ
に
、
「
イ
キ
テ
」
に

ょ
る
生
活
を
営
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
一
方
、
東
伯
膏
地
方
に
お
い
て
は
、
田

畑
と
い
う
一
部
落
に
か
ぎ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
言
い
か
た
が
認
め
ら
れ
、
因
幡
地

方
に
お
い
て
も
、
苦
桜
町
と
い
う
か
な
り
限
ら
れ
た
範
囲
に
、
そ
の
言
い
か
た
l

が
認
め
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。

東
伯
誓
地
方
に
お
い
て
は
、
す
で
に
、
「
イ
キ
テ
」
の
言
い
か
た
が
、
変
っ

た
言
い
か
た
で
あ
る
と
い
う
印
象
を
、
与
え
る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
こ
の
地
方
の
人
々
．
は
、
田
畑
に
認
め
ら
れ
る
．
「
イ
キ
テ
」
の
言
い
か
た

を
、
耳
だ
た
し
い
こ
と
ば
と
し
て
指
摘
す
る
。

因
幡
地
方
の
若
桜
町
濫
お
い
て
認
妙
ら
れ
る
そ
れ
ら
の
言
い
か
た
も
、
田
畑

同
様
、
い
わ
ば
、
孤
立
状
態
と
も
言
う
べ
き
姿
を
呈
　
て
、
存
立
し
て
い
る
か

の
よ
う
で
あ
る
。

田
畑
な
ら
び
に
薯
桜
町
に
お
け
る
「
イ
キ
テ
」
の
言
い
か
た
は
、
そ
の
存
立

状
況
か
ら
判
断
す
る
に
、
比
較
的
近
い
将
来
に
は
、
認
め
ら
れ
な
く
な
る
の
で
．

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
．
二
九
六
一
・
十
・
十
八
　
広
島
大
学
大
学
院
学
生
）
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神

部

　

　

療

　

　

泰

隠
肢
．
島
西
郷
方
言
の
文
ア
ク
セ
　
ン
ト

・
．
西
郷
は
、
・
隠
岐
島
「
島
後
」
の
南
東
部
碇
位
置
す
る
、
当
地
方
第
一
の
都
昌

で
、
政
治
・
経
済
・
文
化
の
中
心
地
で
あ
る
。
こ
の
西
郷
に
お
こ
な
わ
れ
る
生

沼
語
を
、
い
ま
、
か
カ
に
、
西
郷
方
言
と
し
て
把
逸
す
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の

西
郷
方
言
の
文
ア
ク
セ
ン
ト
を
と
り
あ
げ
よ
う
と
思
う
。

tosho-seibi-repo
長方形




